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１．はじめに 

 東日本高速道路株式会社では，舗装の高機能化を

推進している．橋梁上の舗装を高機能舗装へ更新す

る際に顕在化している問題は，写真-1,2 に示す RC

床版上面の砂利化，浮きといった損傷の存在である． 

 積雪寒冷地である東北地方のRC床版上面の損傷は，

凍結防止剤散布による塩害や凍害など，複合的な原

因により発生すると考えられている．写真-4 に示す

床版上面の損傷が進行した橋梁では，写真-3,5 に示

すように舗装の損傷や床版下面に遊離石灰等の損傷

が多く確認される．そこで，本論文では舗装表面の

損傷と床版上下面の損傷の関連性について検討した． 

 併せて，床版補修を実施した RC 床版からコアを採

取し,圧縮強度試験，塩化物量測定試験を実施し性状

を確認したので報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．舗装表面と床版損傷の関連性 

 平成21,22年度に高機能舗装を施工したPC単純合

成桁 5 橋，鋼橋 2 橋について，下記 1）～3）に示す

損傷図から舗装の損傷と床版上面，床版下面の損傷

位置の関連性について検討した． 

1） 舗装損傷図（舗装補修時の事前調査結果） 

2） 床版上面損傷図（床版補修の実施範囲） 

3） 床版下面損傷図（定期点検結果 近接目視点検） 

これまで,床版の劣化状態は 3）床版下面損傷図か

ら確認していた．対象が床版下面なので上面の状況

が把握できず，高機能舗装施工時に，下面から推定

した状態よりも損傷が進行している場合が見られる．   

そこで，それぞれの損傷の関連性について確認し,

舗装の損傷から床版上面の損傷が推定できるか検討

した．今回検討した橋梁のうち表-1 に示す平滝川橋

の損傷状況を図-1,2,3 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 砂利化した床 写真-2 浮き損傷 (赤着色部) 

写真-3  舗装の損傷（橋梁部） 

 
写真-4  床版上面の損傷 

 
写真-5  床版下面の損傷 

図-1 舗装面損傷図 図-2 床版上面損傷図 
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図-3 床版下面損傷図  

（左：平成 17 年度点検時 右：平成 21 年度点検時） 

橋梁名 平滝川橋 

橋長 21ｍ 

上部工形式 PC 単純合成桁 

床版厚 200ｍｍ 

 

表-1 平滝川橋諸元 
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平滝川橋では, 図-1～3 に示すように舗装の損傷

状況と床版上面の損傷状況を比較すると，舗装の損

傷範囲と床版上面の損傷範囲は重なる傾向が見られ

る．舗装の損傷状態から床版上面の損傷状況を推定

できる状態であったと思われる．また，床版上面の

損傷状況と下面の損傷状況を比較すると，下面の損

傷範囲が５年で拡大した位置の床版上面に進行した

損傷がみられることから，上面，下面の損傷の進行

には関連性があったと思われる． 

各橋梁の損傷状態を比較するため，舗装の損傷率

を NEXCO 試験方法 226－2008 路面のひび割れ測定方

法１)を準用し求めた．また，床版の損傷程度を確認

するため，損傷面積が床版面積に占める割合を求め

た．結果を表-2 に示す． 

     表-2 舗装面，床版上下面の損傷率 

橋梁名 
上部工形

式 
橋長 

舗装面

損傷率 

床版上面 

損傷率 

床版下面

損傷率 

滝沢川橋 27ｍ 24% 16% 6% 

平滝川橋 21ｍ 41% 23% 12% 

宮手川橋 22ｍ 44% 40% 11% 

水分川橋 21ｍ 28% 47% 13% 

大白沢川橋 

PC 単純 

合成桁 

29ｍ 8% 65% 31% 

耳取川橋 
鋼単純 

合成桁 
37ｍ 45% 31% 10% 

葛丸川橋 

鋼 2 径間

連続非合

成桁 

69ｍ 55% 94% 76% 

 

舗装面の損傷率が高い橋梁で床版上面の損傷率も

高い傾向があることから，舗装の損傷状態から床版

上面の損傷状態を推定できると思われる．   

また，床版上面の損傷率が下面の損傷率を上回る

ことから，床版下面の損傷状態からだけでは，床版

上面の損傷状態を把握することは難しいと思われる． 

 以上より，床版上面の損傷状態を推定するには，

床版下面の定期的な点検に加え，舗装面についても

定期的に確認することが有効と思われる． 

 

３．床版コンクリート性状調査結果 

 高機能舗装の施工に伴い，床版の補修を行った橋

梁の既設床版の性状を把握するため，床版上面から

コアを採取し，圧縮強度試験（JIS A 1154），塩化物

量測定試験（JIS A 1107）を実施した． 

それぞれの調査結果を図-4，5 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4，5 に示す数値の通り，既設床版の損傷箇所で

は，強度低下や塩化物イオン量の増加が見られた． 

 

４．今後について 

盛岡管理事務所では，橋梁部の高機能舗装の施工

を計画する際，舗装面の損傷状況，床版下面の損傷

状況を確認し，床版上面の損傷状況を推定している． 

 今後，今回の検討結果を生かし，橋梁上の舗装の

状態を定期的確認しながら,床版の損傷を適切に補

修し，高機能舗装の施工を推進していきたいと考え

ている． 
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図-4 圧縮強度測定結果 

図-5 塩化物量測定結果 
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